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今月の表紙
　10 月 14 日・15 日に開催された九重
ふるさと祭りの様子です。今年は 2 日間
で延べ 8,000 人を記録し、大盛況の祭り
となりました。
▶関連記事は 2 ページから掲載



▲シンガーソングライター
結芽乃の弾き語りライブ

▲閉会式後の大抽選会

▲ここのえ緑陽中学校の吹奏楽演奏

▲佐世保市五蔵太鼓社中による演奏

▲玖珠九重法人会による○×クイズ
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▲バザーコーナー

▲姉妹都市佐世保コーナー

▲ガラポンコーナー

▲ここのえ夢高校による出店

▲健康相談
▲文化センターでの作品展鑑賞 ▲少年野球大会

　10 月14 日、15 日にかけて九重ふるさと祭りが開催されました。
　今年は不安な天気予報でしたが当日を迎えると晴れ間も覗き、2 日間で延べ 8,000 人と
大盛況の中終えることができました。
　ステージイベントでは、今年は遠くは東京都から出演され、祭りを盛り上げてくれていました。
　15 日にはそれいけ ! アンパンマンショーが開催され、町内外から多くのお子さんたちから
歓声が上がっていました。
　メイン会場では、バザーコーナーや佐世保コーナー、ここのえ~ もの市、働く車コーナー
などさまざまな展示や出店がありました。また、今年は九重町出身の高校生によるサークル
「ここのえ夢高校」によるスマホ教室もあり、賑わいをみせていました。
　その他の会場では、各スポーツ大会や健康相談、絵画や写真などの各種作品展が開催され
ました。
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まちの話題

10
8 町民スポーツ大会

　10 月８日、町内各地で町民体育大会が開催さ
れました。新型コロナウイルス感染症の影響により、
４年振りの通常開催となった大会は、あいにくの
雨で室内競技のみとなりましたが、選手の皆さん
は各会場で真剣に競技に取り組まれていました。

卓球

男女混合バレーボール
新種目のドッヂビー

（フリスビーを使ったドッヂボール）

10
8 〜15 九

くじゅう
重の油絵展

貴重な絵画を皆さん熱心に鑑賞されていました

　１０月８日から１５日の間、九重文化センター小会議室に
て九重の油絵展が開催されました。
　これは、九

く
重
じゅう

の自然を守る会の主催で、九重町名誉
町民である高田力蔵画伯により寄贈された作品を中心に
行われた展覧会です。
　展覧会は、同氏の名誉町民３５周年を記念して行われ、
開催期間中に「九重ふるさと祭り」が催されていたこと
もあり、多くの方々が作品を鑑賞されました。

10
1６ JICAシニア海外協力隊出発報告

（左から）日野町長、宮脇好和さん

　１０月１６日、JICA シニア海外協力隊として派遣さ
れる宮脇好和さんが派遣前の自治体表敬訪問に来庁
されました。
　シニア海外協力隊は、一定の経験・技能等が求め
られる案件に派遣され、今回宮脇さんは、学芸員とし
ての経験を活かしてラオス人民民主共和国のルアンパ
バーン国立博物館の運営に携わります。
　宮脇さんは「博物館をさらに魅力ある博物館にする
と共に、この経験を九重の子どもたちにも伝えたい」
と話されていました。

町民スポーツ大会
競技結果

総合優勝 南山田地区
準	 優	 勝 東飯田地区
第	 ３	 位 野上地区
第	 ４	 位 飯田地区
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10
2６,27 緑陽中職場体験

他の職場体験をしている同級生を取材をしました

　１０月２６日～２７日、ここのえ緑陽中学校の３年生が
町内の各職場にて職場体験を行いました。
　緑陽中学校の３年生は毎年、将来の仕事を選ぶた
めの参考に、それぞれが興味のある分野への職場体
験を行っています。
　九重ケーブルテレビでの職場体験を行っていた矢
野奨也さんは、「自分が撮影した映像を編集し、自分
のイメージとうまくかみ合った時に仕事の楽しさを実感
できた」と話していました。

10
26 国体準優勝！

日野町長と玖珠美山高校女子ホッケー部の皆さん

　１０月２６日、玖珠美山高等学校女子ホッケー部の皆
さんが、２０２３かごしま国体ホッケー競技少年女子にお
いて準優勝し、その報告に訪れました。
　同競技は１０月８日から１１日の間行われ、決勝にて福
井県代表に惜しくも敗れたものの準優勝という素晴らし
い結果を残しました。
　日野町長からは、「今回の準優勝に満足せず、今後
の選抜大会などに向けてさらにチャレンジをしてほしい」
とお祝いと激励の言葉を贈りました。

10
28 隣保館ふれ愛ひろば

当日は３００人近くの方が隣保館に訪れていました

　１０月２８日、隣保館ふれ愛ひろばが九重町隣保館
にて開催されました。
　今年は会場での飲食も可能となり、久しぶりに以前
と同様のふれ愛ひろばが行われました。
　また、２０回目の節目の年となった今年は、例年の
ステージに加え、九重あばれ獅子や餅まきも行われ
会場は大いに盛り上がりを見せていました。

11
１ おおいた教育の日

淮園小学校の５・６年生は、
ホタル学習の取り組みについて発表しました

　１１月１日、九重文化センターにて「おおいた教育の
日」の推進大会が開催されました。
　大分県では、教育について考え、学校、家庭及び
地域社会が協働して子育てに取り組む契機となるよう、
１１月１日を「おおいた教育の日」と定めており、その
推進大会が今年は九重町で行われました。
　推進大会では、オープニングセレモニーで町内の中・
高校生による巫女舞や町内の方々による実践発表が
行われました。
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懐かしの名作が蘇る！
映画鑑賞推進事業のご案内

　　　●お問い合わせ　
九重文化センター　☎ 0973-76-3888

　本事業は、優れた日本映画を鑑賞していただくと
ともに、映画保存への理解を深めていいただくこと
を目的としています。
稀少なフィルム上映によるスクリーンでの鑑賞体験
をお楽しみください。

【日　時】	令和６年１月２０日（土）	午前１０時～
【場　所】	九重文化センター　ホール
【鑑賞料】	500 円
【内　容】	西遊記
　　　　	太陽の王子　ホルスの大冒険
　　　　	長靴をはいた猫
　　　　	銀河鉄道の夜
　　　　	※順次上映します

九重町女性会議主催
男女がともに輝く地域セミナー

を開催します
　　　●お問い合わせ　

九重文化センター　☎ 0973-76-3888

　九重町女性会議では、男女共同参画社会の実
現を図り、かつ九重町における女性の地位向上を
目指すことを目的として活動しています。
　今回は、家庭内のＤＶについてです。暴力の
加害者にも被害者にもならないように、対等な立
場で相手も自分自身も尊重できる関係のつくり方
などを考える機会になればと思い開催します。

【日　時】	１２月１日（金）	午後１時３０分～

【場　所】	九重文化センター　大会議室

【講　師】	ＮＰＯえばの会　　吉本寛子	氏

【内　容】	家庭内のＤＶについて

スマートフォンでの二次元コードの読み取り方法について
①カメラアプリを起動します。
②読み取りたい二次元コードをかざし、画面に二次元コードを表示

させます。
③二次元コードが四角で囲まれ、文字が出てきたらそこをタップ

します。
※上記の方法でできない場合は「QR コードリーダー」のアプリを

インストールしてください。

この二次元コードを読み取ると、九重町 LINE 公式アカウント
の友だち追加ができます。
この機会に読み取って友だち追加をしてみてください。

　日常生活のあらゆる場面で黒い四角形を見かけませんか？これを「ＱＲコード」または「二次元コード」
といいます。二次元コードをスマートフォンで読み取るとインターネット閲覧やメール送信、ラインの
友だち追加などが手軽にできます。
※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

DX広場② 便利なQRコード（二次元コード）
●お問い合わせ　情報デジタル推進課　☎０９７３－７６－３８７４

九重町公式LINE 九重町
ホームページ

カ
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ラ
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農業収支計算説明会（白色）を開催します
●お問い合わせ　税務課　☎０９７３－７６－３８０３

　１月１日から 12 月 31 日までの１年間に農業を
営み、収支計算の結果所得があった方は、所得税
申告または住民税申告をしていただくことになりま
す。この申告に必要な農業所得の収支内訳書作成
の説明会を開催いたします。収入・経費の種類や
所得の計算方法、減価償却等について基礎的解説
を行いますので、農業所得の申告（白色）をされ
る方のご参加をお待ちしています。

●と　き　	１２月８日（金）午後２時～
●ところ　	九重町役場３階３０１会議室

12月は「県下統一滞納整理強化月間」です
●お問い合わせ　税務課　☎０９７３－７６－３８０３

　「滞納」とは、税金や保険料等を納期限までに納
付していないことを言います。滞納が増えることは町
の財政を圧迫し、町民サービスに支障をきたすことに
なります。
　なお、納期限を過ぎると督促状を送る際の督促手
数料や延滞金が加算されるほか、法律に定められた
差押えなどの滞納処分を受けることになります。
　九重町においても大多数の町民のみなさんが、厳
しい社会情勢のなか、納期限までに納付されていま
す。そのため、滞納している場合には、税の公平性
や町民としての負担の義務を果たしていただくために
も、財産の差押えなど滞納処分を執行します。
　税金や保険料等を滞納している場合は、金融機関
又は役場窓口等で早めの納付をお願いします。

　税及び保険料は、福祉や医療、教育、土木事業などの様々な公共事業を行ううえで、非常に大切な財
源です。そこで、納税の公平性と税収の確保を図るため、12 月を「滞納整理強化月間」として、徴収
の強化に取り組みます。

※納税相談も随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

　滞納対策として、滞納者の自宅等の捜索
や債権の差押えに加え、「タイヤロック( 車
輪止め )」による自動車やバイク等の差押
えを実施しています。タイヤロック装着後
も納税が図られない場合は、公売などによ
り売却のうえ、未納町税等に充てることに
なります。

お越しいただく際は、マスクの着用、
手指消毒の感染防止対策に
ご協力お願いします

滞納処分の一例

捜索・タイヤロックの実施
ストップ！！滞納
税金は納期内納付を！滞納
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　交通事故など第三者から傷病を受けた場合でも届出をすることで、保険証を使用して治療を受けることが
できます。
　加害者から治療費を受け取ったり、示談を済ませたりすると国民健康保険を使えなくなりますので、ご注意
ください。
　なお、保険証を使っての治療費は、第三者（加害者）が責任に応じて負担すべき
治療費を九重町が一時的に立て替え払いをするものであるため、九重町が負担した
治療費は後日、保険会社などを通じて第三者（加害者）に請求します。

このような例も第三者行為です
・暴行を受けた
・他人のペットにかまれた
・障害事件に巻き込まれた　など

届け出に必要なもの
・事故証明書
・第三者行為による傷病届
※窓口にて事故の状況などを聞き取ります

第三者の行為によるけがの治療に保険証を使用する場合は
必ず届出をしてください

●お問い合わせ　住民課　☎０９７３－７６－３８０２

だれでも町おこし　
九重版ＤＭＯ設立に向けた動き

　●お問い合わせ　
商工観光・自然環境課　☎ 0973-76-3150

　令和５年度の観光地域づくり法人（ＤＭＯ）設立
に向けての動きについてお知らせします。
　以下の通り設立に向けた協議を展開してきました。
①九重町観光地域づくり法人設立委員会

　委員会は後述する
協議会にかけるための
議事を事前審議する場
です。８名の委員で構
成されており、３回の
協議を重ねました。

②九重版ＤＭＯ設立協議会
　協議会は、設立に向けて組織の骨格を固める機関
です。５名の委員で構成され、今日までに２回開催さ
れています。

　ＤＭＯへの理解を深めていただくために、ケーブルテレ
ビで九重版ＤＭＯ特集を放映します。是非ご覧ください。

【放映期間】	１１月18日から	
１２月８日まで

※放映内容は九重町ホーム
ページにも掲載予定です。

第２４回
「いのち・愛・人権フェスティバル」

　●お問い合わせ    隣保館　☎ 0973-76-2468

　今回は、このフェスティバルの原点に再度立ち返
り、部落差別がいかに人を苦しめているかを知り、
部落差別をなくすためには自分自身がどうしたらよ
いかを考える機会が必要であると考え、「映画『破
戒』」を上映します。この映画を通し、他人事では
なく自分事としてみんなで考えましょう。

【日時】	１２月７日（木）	午後6時15分開演
【場所】	九重文化センター　ホール
【内容】	「水平社宣言に学ぶ会」発表、
　　　	映画「破戒」上映

※詳細につきましては、２次元
　コードをご覧ください。

© 全国水平社創立 100 周年記念
映画製作委員会 ▲ＨＰ
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　認知症に対する理解を深めること、認知症になっても安心して暮らし続けることができる九重町を、皆さんで
考える機会となることを目的として、「オレンジフェスタ 2023」を開催します。認知症について皆さんで考えて
みませんか。
※「オレンジ」は認知症支援のシンボルカラーです。

●と　き　	１２月１６日（土）午後１時２０分～開会

●ところ　	九重文化センター　ホール

●内　容　	①講演（午後１時３０分～午後２時）
　　　　　	　講師：認知症本人大使「大分県希望大使」下田哲也氏
　　　　　	②映画上映（午後２時１０分～午後３時４０分）
　　　　　	　「オレンジ・ランプ」（若年性認知症の主人公を題材にしたお話です）

●その他　	参加費は無料（※先着２００名）
　　　　　	九重町社会福祉協議会、役場健康福祉課（１階）または各地区公民館にて、整理券を
　　	　　　配布しています。

●と　　き　	１２月４日（月）　午後５時～午後６時３０分

●と こ ろ　	大分県西部保健所（日田市）

●対 象 者　	検査を希望される方。　※人数に限りがあります

●検査内容　	問診・採血を行います。
　　　　　　	採決後、約 1 時間で検査結果をお伝えします

●申込方法　	事前に電話が必要です。検査を迷っている場合も、
　　　　　　	まずは電話でご相談ください。
　　　　　　	大分県西部保健所（☎ 0973-23-3133）まで電話
　　　　　　	でお申込みください。

オレンジフェスタ2023を開催します！
●お問い合わせ　健康福祉課　　　　　　　　　☎０９７３－７６－３８２１

九重町地域包括支援センター　☎０９７３－７６－３８６３

午後０時３０分～午後５時の間、
認知症に関する展示（ロビー）と、
ものわすれ相談（２階）も実施
されます。

エイズ早期発見のためにHIV検査を受けてみませんか？
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８

　12 月１日（金）は「世界エイズデー」です。西部保健所ではＨＩＶ抗体検査を夜間に実施します。（匿名・
無料）。ＨＩＶ感染症は早期に治療を開始すればエイズ発症を防ぐことができますが、発見が遅れると命に
関わることもあります。早期発見のために、まずは検査を受けてみませんか？
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＜基本的な予防策＞
●こまめに手洗い・うがいとマスク着用

　手洗いは、外出後、トイレの後などこまめに石鹸を使って３０秒以上かけて指先や指の
間までしっかりと洗いましょう。咳エチケット、場面に応じたマスク着用をしましょう。

●換気と加湿
　暖房を入れてある程度部屋を暖めてから、可能な限り２方向の窓等を開け、換気
を行いましょう。暖かい空気は冷たいほうへ逃げようとするので、冬場は小さく窓を
開けるだけでも空気が流れやすく５分以下の換気でも効果的です。加湿器などを利
用して、適切な湿度（５０～６０％）に保ちましょう。

●生活習慣を改善
　バランスの良い食事、適度な運動、十分な睡眠、歯磨きなどで口の中の清潔を保つ
など規則正しい生活を送って、からだの抵抗力を高めましょう。

●予防接種
　新型コロナ・インフルエンザは、ワクチン接種（予防接種）により重症化を予防する
ことが、ある程度可能です。高齢者や基礎疾患のある方は、特に接種をおすすめします。

☆新型コロナワクチン　⇒　ワクチン対策室　☎０９７３－７６－３８７０
☆インフルエンザ　　　⇒　県内の医療機関にご確認の上、接種してください。

●感染拡大防止！
　少しでも体調に異変を感じたら、ちゅうちょせずに休みましょう。かかりつけの医療機関がある場合は、
まずはかかりつけ医に相談しましょう。かかりつけの医療機関がない場合は下記の相談窓口に相談し
ましょう。診療時間内に早めの受診をお願いします。

☆コロナ発熱・受診相談ダイヤル　　　　　　　☎０９７－５７３－３０１５
☆こども救急電話相談　　　　　　　　　　　　☎＃８０００
☆ 24 時間通話無料「ここのえ健康ダイヤル」　　☎０１２０－５１１－６５８

＊体調不良時の自宅検査キット・療養のための医薬品や食料等早めに準備しておきましょう。

≪HPVワクチン接種のお知らせ≫
　HPⅤ（ヒトパピローマウイルス）は女性の多くが一生に一度は感染するといわれるウイルスで、
子宮頸がんの原因とされています。ワクチン接種は感染を防ぎ、がんにならないための手段です。
子宮頸がん・HPⅤワクチンなどについて、詳しくは二次元コードをご覧ください。
◆接種対象
①小学６年生～高校１年生相当の女子
②誕生日が平成９年４月２日～平成 19 年４月１日までの女性で、過去に
HPⅤワクチンの接種を合計３回受けていない方（キャッチアップ接種）

◆料金　　無料（公費負担）

　冬はインフルエンザや感染性胃腸炎（ノロウイルスなど）の感染症が流行する季節です。冬になって気温が下がると
換気のために窓を開けるのが難しくなったり、水が冷たくなって手洗いの徹底が難しくなったりするなど、感染対策が
不十分になるおそれがあります。感染拡大を防ぐために、冬も引き続き感染対策に取り組みましょう。

冬場の感染対策について
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８
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※全額免除及び半額免除の対象となる方は、健康福祉課で手続きをすることが出来ます。

※全額免除及び半額免除の対象となる方は、情報デジタル推進課で手続きをすることが出来ます。

世帯のどなたかが
・身体障害者手帳
・療育手帳
・精神障害者保健福祉手帳
を持っていてかつ全員が
非課税ですか？

世帯全員が
住民税非課税
ですか？

全額免除

全額免除

生活保護世帯は半額免除

半額免除

半額免除

半額免除

免除対象外

免除対象外 免除対象外

世帯の契約者の方が
視覚障がい又は
聴覚障がい
をお持ちですか？

世帯主で契約者の方が
・身体障害者手帳１級又は２級
・療育手帳Ａ１又はＡ２
・精神障害者保健福祉手帳１級
をお持ちですか？

世帯全員が７５歳以上もしくは
世帯のどなたかが
・身体障害者手帳３〜６級
・療育手帳Ｂ１又はＢ２
・精神障害者保健福祉手帳
  ２級又は３級
・戦傷病者手帳
・被爆者健康手帳
をお持ちですか？

世帯のどなたかが
・身体障害者手帳１級又は２級
・療育手帳Ａ１又はＡ２
・精神障害者保健福祉手帳１級
をお持ちですか？

N H K 放 送 受 信 料

こ こ の え ケ ー ブ ル テ レ ビ 月 額 使 用 料

シリーズ
『障がい福祉』

94 

免除申請はお済みですか？～ＮＨＫ放送受信料・ケーブルテレビ使用料～

●お問い合わせ　健康福祉課　☎０９７３－７６－３８２１

　下記に該当する場合は、申請すると放送受信料・月額使用料の全額または半額が免除となります。
　※ＮＨＫとケーブルテレビとでは要件が異なります。

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

　今年の夏は記録的に暑い日が長く続き、１０月にようやく
秋になった途端急激に冷え込み、冬を思わせる様な日が続
き、雨も降らず台風も発生せず、異常気象とよく言いますが、
本当に異常な状況でした。
　コロナも５月に５類に変更され、ここに来て大分落ち着いて
きましたが、今度はインフルエンザが流行し拡大し続けていま
す。災害の頻発化や感染症の拡大、人口減少や物価の高
騰など、一昔前とは違う大きな変化に翻弄され続けています。
海外では、ロシアのウクライナへの侵攻やイスラエルとパレス
チナ（ハマス）の紛争、東アジアでの軍事による緊張などあっ
てはならないことが次 と々起こっています。どんな背景があろ
うとも、命を大切にする心は全人類共通のはずですが…。

Vol.27

とびらをあけて
九重町長　日野 康志

町 長 コ ラ ム 　さて、コロナで中止していた祭りや行事が盛んに行われる
ようになりました。９月３日には、県内外から多くのペット愛
好家やアジアの獣医師会の先生が集まり、飯田の動物愛
護センターで「ここワンフェス」が開催されました。６日から
１１日に掛けましては、前モンゴル大使の清水さんの仲介で
モンゴル国を訪問し、交流を深め覚書を交わしてきました。
２９日には、筋湯温泉街で「観月祭」が４年振りに行われ、
韓国から多くの観光客も参加していただき、交流を深めるこ
とができました。１０月に入り、１４日、１５日には「九重ふる
さと祭り」が開催され、友好姉妹都市佐世保市の市長さ
んや議長さん、広島大分県人会の皆さんにも参加していた
だきました。２１、２２日には「YOSAKOI させぼ祭り」に
２６０名の九重町民が参加し、また２９日には同じく佐世保市
で行われた「お魚まつり」にも参加しました。それ以外にも、
県民体育大会、町民スポーツ大会、玖珠駐屯地６６周年の
記念行事、大分県農業祭など多くの行事で賑わいました。
　人と人が交わり、笑顔で向き合える喜びは、何事にも代
えられない大切なものだと改めて感じています。コロナや人
口減少、紛争で失われようとしている絆をもう一度取り戻し
たいと願ってやみません。
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ふるさとの
 文化財探訪

第114回
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『
皇
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子
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御
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念　

指
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右
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で
も
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現
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私
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た
大
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乱
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る
と
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の
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草
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し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　今年度最終となる第５回の講座では「自らを啓発者た
らしめるために　他人事ではなく、自分事として考える
ために」と題して、南山田小学校　校長の池部義孝さ
んを講師に招きました。講座終了後に書いていただいた
アンケートで以下のような記述がありました。（一部抜粋）
・５回の講座で終わりではなく、学び続けいていくこ
とが大切なんだと思いました。自分だけではなく、
家族で考える機会を持ちたいです。
・「難しいことではあるけれど、身近なことから話す
と伝わりやすいよ。教科書がなぜ無償になったのか」
と教えていただき、なるほど！と思いました。難しい

2023 年度　第５回なるほど “ ザ ” 人権講座

人権

No.327

難しいと思わず、ひとつ話すことで、ひとつひとつが
つながっていくのだと思いました。
・今まで学んだ事を「人に説明する」・・・という事を
考えることで、自分なりの自分の言葉として整理が少
しできた。
・みんなが幸せで過ごしていけるように、自分達が差
別について子どもたちに伝えていけたらいいなと思
いました。
・講座で学んだことを正しく伝えなければ、と思うと
自分にできるだろうかと思いますが、人権啓発者とし
て学習を続けていければと思いました。
　また、講演後通常のグループ討議ではなく、１対１の
ペアトークを実施した感想についても紹介します。
・子供への伝え方など「なんでだろう？」「～と思うよ～」
と子供がわかりやすい伝え方を話せました。もし子供
に聞かれたら子供の目線でうまく伝わると良いです。
・ペアトークでも時間が少し少ないと感じましたが、
非常に良い企画でした。相手の方の考え方も知れた
ことが良かった。
・子供の年が同じという事で、話がそれるくらい和気
あいあいとできてよかったです。言えない事でも話
せた感じがありました。
　紙面の都合上、詳細について掲載することができ
ませんが、ご質問等がございましたら、社会教育課

（７６－３８２３）までお問い合わせ下さい。
（社会教育課）
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新刊・新着図書案内   ～ コタツでミカンと読書の季節です  ～
●児童図書・コミック
銭天堂（20） 廣嶋玲子
はじめての子どもパン教室 吉永麻衣子
料理はすごい！ 秋元さくら
元気のゆずりあいフレーベル館ジュニア・ノンフィクション 別司芳子
ためして！ウラ技大全わくわく生活ラボ
時をかける少女 筒井康隆
きみのそばにいるよ いぬいさえこ
コーラ イチからつくる コーラ小林
赤のものがたり ステファン・キール
かあちゃん取扱説明書 いとうみく
●一般図書
存在のすべてを 塩田武士
ロウ・アンド・ロウ 村山由佳
鼠、十手を預かる（鼠シリーズ12）（文庫） 赤川次郎
あなたが誰かを殺した（加賀恭一郎シリーズ11） 東野圭吾
季刊地域No.55 有機で元気になる！（文庫） 農山漁村文化協会
いい湯じゃのう １～３（文庫） 風野真知雄
心臓の王国 竹宮ゆゆこ
獣の夜 森絵都
ゴリラ裁判の日 須藤古都離
向日葵色のフリーウェイ 杉原爽香50歳の夏（文庫） 赤川次郎
からだの美 小川洋子
おれに聞くの？ 山下澄人
今日のおやつは何にしよう 益田ミリ
そんな我慢はやめていい 午堂登紀雄
ふんわりと上昇気流に乗る生き方 井垣利英

裁判官の爆笑お言葉集（新書） 長嶺超輝
プア・ジャパン 野口悠紀雄
夏休みの一週間で308万稼いだ小学生 船ケ山哲
年末調整・法定調書の記載チェックポイント 令和5年分 野末英男
人見知りの自分を許せたら生きるのがラクになりました わたなべぽん

「心が強い子」に育つ100の質問 中野日出美
10歳から始める！起業家になるための「7つのレッスン」
親子で楽しむ星空の教科書 渡部潤一
体ととのう おうち薬膳 木村容子
コロナ禍の教訓をいかに生かすか 前浦穂高
土木遺産な旅のススメ風土と地形を体感する旅へ 九州地域づくり協会
世界の自動車オールアルバム2023年
1日1分神業リンパ このみ先生
やせる日常動作大図鑑 植森美緒
オレンジページnetみんなの検索No.1レシピ137
ポリ袋で簡単！もみもみ発酵レシピ 荻野恭子
京都人直伝“お揚げさん”の底力！ 小平泰子
虚無レシピ リュウジ
ニッポンのうまい米 西島豊造
デザインのミカタ デザイン研究所
生活が楽になる！スマホ基本のキ 岡嶋裕史
暮らしを彩る実用折り紙 川村晟
まんが日本昔ばなし サンエイムック
Thinking Baseball 
  慶應義塾高校が目指す“野球を通じて引き出す価値” 森林貴彦
通い猫アルフィーと３匹の教え子 レイチェル・ウェルズ
 その他多数

　ほんの森11月号　平日	午前10時～午後６時　土・日	午前９時～午後５時　月・祝	休み　九重町図書館	☎	76−3888

●『おはなし会』 毎月第2土曜日10時30分〜11時
11 月のボランティアグループは「ぷちトマト」の皆さんでした。
12 月は「チームそらまめくん」のみなさんです。（12 月 9 日予定）
たくさんのご参加をお待ちしております。
● 県立図書館の本 500 冊、入れ替えます。１２月１２日頃より貸出可能です。お楽しみに！

お
知
ら
せ

・・・ 思いがけないものを発見する能力。
　　特に科学の分野で失敗が思わぬ大発見につながった時などに使われる。（大辞林より）

“本とのセレンディピティ“のおはなし

セレンディピティ
（serendipity）

　ペニシリンは、細菌学者アレクサンダー・フレミングによって偶然発見された抗生
物質で、結核の治療薬として多くの命を救うこととなり、２０世紀最大のセレンディ
ピティと言われています。

　冷戦時代、アメリカ海軍が敵の潜水艦の接近に備えた高性能な音波探知機を開発
する途中のこと、ある時謎の音波がキャッチされます。発信源がイルカであることが
判明。のちにこれがイルカ同士の交信（会話）であることがわかりました。

― 2000 年 ノーベル化学賞受賞　白川 秀樹さんの言葉 ―
「私の場合も、失敗や偶然がきっかけで、目的のものよりももっと重要な発見ができた。でもいくら失敗
しても、その失敗の意味を見つける知性がなければ発見にはつながらない。それは化学の研究にだけ
言われることではない。いろんな場面でセレンディピティはあり得るのです。」

― 2010 年 ノーベル化学賞受賞　鈴木　章さんの言葉 ―
「 『偶然に物事を発見する能力』とはいえ、何もやらない人はセレンディピティに接する機会はありません。
一生懸命、真剣に新しいものを見つけようとやっている人には顔を出すものです。」

例① ペニシリン

例② イルカの会話

　図書館の書架を、何ともなしに眺めていたら目に入ってきた本のタイトル。手に取ってパラパラ見て
みると、今の私に必要な言葉がそこにあった。・・・なんていう経験、ありませんか？
　これが、図書館で起こりうる「本とのセレンディピティ」です。目的の本がなくても、図書館にお越し
ください。あなたにも素敵な偶然がありますように。
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暮らしの情報　●

お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
大
学
奨
学
生
募
集

■
出
願
資
格

・
保
護
者
等
が
大
分
県
内
に
住
所
を
有
す

る
者

・
大
学
（
通
信
に
よ
り
教
育
を
行
う
課
程
、

別
科
、
専
攻
科
、
大
学
院
を
除
く
）
及

び
短
期
大
学
に
在
学
ま
た
は
進
学
を
希

望
す
る
者
で
基
準
を
満
た
す
者

■
出
願
期
間　
12
月
28
日
㈭
ま
で

■
貸
与
期
間　
令
和
６
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間

■
特
　
徴　

　

奨
学
金
は
無
利
子
の
貸
与
。
申
込
者
の

中
か
ら
里
見
奨
学
金
（
給
付
）
に
推
薦
。

文
系
学
部
、理
工
系
学
部
問
わ
ず
（
但
し
、

医
学
部
、
薬
学
部
国
家
試
験
課
程
除
く
）

■
そ
の
他　
貸
与
月
額
等
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ムペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
大
分
県
奨
学
会

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０
）

心
の
病
を
考
え
る「地

域
学
習
会
」

　
仲
間
が
い
る
こ
と
、
同
じ
思
い
を
抱
え

る
家
族
が
い
る
こ
と
、
経
験
を
分
か
ち
合

う
こ
と
を
力
に
。
共
に
考
え
、
学
び
合
い

ま
し
ょ
う
。
一
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
と
　
き　
12
月
12
日
㈫

　
　
　
　
　
午
後
１
時
15
分
～

　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
玖
珠
町
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

■
参
加
対
象　

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
当
事
者
の
家
族
・

当
事
者
・
支
援
者
・
関
心
の
あ
る
方

■
参
加
費
　
無
料

■
定
　
員
　
80
名

　
　
　
　
　
（
先
着
順
、
事
前
申
込
可
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
む
つ
み
会

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
２
‐
６
３
０
６
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
使
っ
て
申
請
す
る
と　

ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す

　
県
の
健
康
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
事
業
に
参
加
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
っ
て
申
込
む
と
、
５
０
０
円

相
当
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

■
対
象
者

　
⑴
健
康
ア
プ
リ
「
お
お
い
た
歩
得

　
　
（
あ
る
と
っ
く
）」
利
用
者

　

⑵
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
大
分
県

立
図
書
館
資
料
利
用
券
と
し
て
利

用
登
録
し
た
方

　
⑶
小
規
模
集
落
応
援
隊
参
加

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き　
12
月
５
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
隣
保
館

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
２
４
６
８
）

年
金
相
談
日

■
と
　
き　
12
月
27
日
㈬

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場　
１
階
１
０
１
会
議
室

■
そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と
　
き　
12
月
14
日
㈭
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人

及
び
家
族
等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る

医
療
相
談

■
相
談
料
　
無
料

■
そ
の
他

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
12
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き　
12
月
７
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

▲ＨＰ
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●　暮らしの情報

テ
ー
マ
と
し
た
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国

税
庁
の
各
種
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　
日
田
税
務
署
内
に
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会・登
録
要
否
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
12
月
20
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　
日
田
税
務
署
２
階
会
議
室

■
人
　
数　
15
人

　
（
先
着
順
、
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
）

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
税
務
署

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
１
３
６
）

　
※
自
動
音
声
案
内

診
療
費
の
減
免
事
業

　
済
生
会
日
田
病
院
は
、
社
会
福
祉
法
人
の

病
院
と
し
て
、
経
済
的
理
由
で
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
を
対
象
に
、
無
料

又
は
低
額
診
療
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
市
町
村
県
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」や「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
適
用
を
受
け

て
い
る
方
、
ま
た
「
就
学
援
助
制
度
」
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
、
あ
る
い
は
低
所
得
等

の
生
計
困
難
な
方
で
、
診
療
費
の
支
払
い
に

つ
い
て
心
配
が
あ
る
場
合
は
、
ま
ず
済
生
会

日
田
病
院
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。関
係
機
関
の
証
明
書
、

認
定
書
、
通
知
書
等
で
状
況
を
確
認
の
上
、

診
療
費
の
減
免
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
他
医
療
機
関
を
受
診
中
の
方
は
、

担
当
医
と
ご
相
談
の
上
、
紹
介
状
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
診
療
科
目　
予
約
不
要
。
参
加
料
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
済
生
会
日
田
病
院

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
１
１
０
０
）

　
※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
５
年
度
第
３
回

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■
と
　
き
　
12
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
受
付

■
と
こ
ろ　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術

　
　
　
　
　
専
門
校
（
日
田
市
）

■
当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
受
付
（
飛
び
入
り
見
学
歓
迎
）
／
ガ
イ

ダ
ン
ス（
概
要
説
明
）／
校
内
見
学（
実

習
場
見
学
）
／
希
望
の
訓
練
実
習
を
１

つ
体
験
（
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
操
作
実
習

ま
た
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
小
物
製
作
）
／

個
別
相
談
会
（
何
で
も
気
軽
に
相
談
）

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
参
加
料
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

　

⑷
行
政
手
続
の
電
子
申
請
に
つ
い
て

改
善
意
見
を
提
出
し
た
方

■
ポ
イ
ン
ト
申
請
期
間

　
令
和
６
年
１
月
15
日
㈪
ま
で

■
そ
の
他

　
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ

又
は
楽
天
ペ
イ
か
ら
選
択
で
き
、
県

内
の
店
舗
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か

「
税
を
考
え
る
週
間
」

　
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。「
税
を
考
え
る
週
間
」

は
、
国
民
生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て

い
る
税
に
つ
い
て
、そ
の
意
義
（
必
要
性
）

及
び
役
割
（
使
途
）
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
皆
様
の
税

に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
向
か
っ
て
」
で
す
。

　

な
お
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
実
施

に
合
わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て
」
を

▲ＨＰ

▲ＨＰ

試
験·

講
習
会

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
６
年
度
訓
練
生
募
集（
前
期
）

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

■
訓
練
内
容　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎

知
識
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、

簿
記
、
会
計
等
の
事
務
処
理

■
定
　
員　
20
人

■
対
象
者　

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

18
歳
～
39
歳
の
方
、
離
職
転
職
者
、

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

■
訓
練
内
容　
庭
園
及
び
公
園
の
築
造
を

中
心
に
緑
地
管
理
、
樹
木
の
せ
ん
定
、

花
き
園
芸
及
び
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等

■
定
　
員　
20
人

■
対
象
者　
離
転
職
者
等
、
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者

【
共
通
項
目
】

■
授
業
料　
無
料

　
（
入
校
時
に
教
科
書
等
の
実
費
が
必
要
）

■
募
集
期
間　
11
月
27
日
㈪
～

　
令
和
６
年
１
月
11
日
㈭
ま
で

■
入
校
試
験　
令
和
６
年
１
月
14
日
㈰

■
訓
練
期
間　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
申
込
方
法
　
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業

相
談
を
受
け
た
の
ち
、
願
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）
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暮らしの情報　●

　防災ヘリコプターについて
問　消防本部　警防課警防係　☎ ０９７３-２４-２２０４

こちらこちら
119番119番
　みなさん、防災ヘリコプターのことはご存じでしょうか？
登山をする方は何度か見たことがあるかと思います。
　防災ヘリコプターとは、都道府県や政令市が所有する
ヘリコプターで、主に救助や消火活動などで地上から対
応することが困難な場合に、地上消防隊と連携しながら
みなさんの安全を守るための活動を行なうヘリコプターの
ことです。
　今の時期、紅葉が色づき、登山をする方が増えています。
同時に登山中の事故も増えています。そのような事故に
対応するため、玖珠消防署では登山中の事故を想定した
訓練を大分県防災航空隊と合同で行っています。
　実際の救助現場では、防災ヘリコプターが隊員を降ろ
す際に強い風が発生するため、消防隊員が近くの登山客
を安全な位置まで離れるように誘導します。登山中に遭
遇した場合は、皆様にご迷惑をお掛けしますが、ご協力
をお願いします。

令
和
６
年
度
竹
工
芸
訓
練
生
募
集

■
募
集
科
名
　
竹
工
芸
科

■
定
員
　
12
人

■
訓
練
期
間
　
２
年
間

■
応
募
資
格
　
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

39
歳
以
下
の
方

■
受
講
料
　
無
料（
作
業
着
等
実
費
必
要
）

■
募
集
期
限
　
令
和
６
年
１
月
31
日
㈬

■
選
考
日
　
令
和
６
年
２
月
11
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
竹
工
芸
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
７
‐
２
３
‐
３
６
０
９
）

大
分
県
農
薬
指
導
士

新
規
認
定
研
修・試
験

　
大
分
県
で
は
、
農
薬
の
安
全
使
用
・
適

性
販
売
を
推
進
す
る
た
め
、
農
薬
や
病
害

虫
防
除
、
関
係
法
令
等
に
関
す
る
知
識
を

有
す
る
「
大
分
県
農
薬
指
導
士
」
を
育
成

し
て
い
ま
す
。

　
資
格
取
得
の
た
め
に
は
、
研
修
受
講
と

試
験
合
格
が
必
要
で
す
。

　
希
望
者
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
間
　

　
11
月
１
日
㈬
～
12
月
14
日
㈭

■
研
修
日
　
令
和
６
年
２
月
６
日
㈫

■
試
験
日
　
令
和
６
年
２
月
13
日
㈫

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
地
域
農
業
振
興
課

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
６
６
１
）

消
防
設
備
士
試
験

■
と
　
き
　
令
和
６
年
２
月
４
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
試
験
開
始
予
定

■
と
こ
ろ　
大
分
大
学

■
試
験
種
類　
全
類

■
願
書
受
付
期
間

【
電
子
申
請
】

　
12
月
４
日
㈪
～
12
月
15
日
㈮
予
定

【
書
面
申
請
】

　
12
月
７
日
㈭
～
12
月
18
日
㈪
予
定

■
願
書
配
布
場
所
　
県
内
各
消
防
本
部
、

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

■
願
書
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
大
分
県
支
部

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７
）

受
講
料
無
料
！
２
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
／
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・

リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
／
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間　
11
月
20
日
㈪
～

　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮

■
訓
練
期
間　

　
令
和
６
年
２
月
２
日
㈮
～
７
月
29
日
㈪

■
そ
の
他

　
12
月
12
日
㈫
・
26
日
㈫
に
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

▲ＨＰ
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今
月
の
優
秀
句

今
月
の
優
秀
句

佳
作
　
二
十
二
席

佳
作
　
二
十
二
席

「
小
さ
き
指
」は
お
孫
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。「
数
え
て
見
せ
る
」

で
目
の
輝
い
て
い
る
子
ど
も
さ
ん
の
映
像
が
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
愛
情
が
溢
れ
ま
す
。

秋
の
夜
長
に
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
い
つ
も
寝
入
っ
て
し
ま
う

の
は
御
自
身
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
客
観
視
し
ま
し
た
。
で
も

テ
レ
ビ
を
消
さ
れ
る
と
目
を
覚
め
る
ん
で
す
よ
ね
。
穏
や
か
な

秋
の
夜
長
で
す
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
を
「
み
ど
り
児
」
と
い
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く
「
母
の
手
」
に
視
点
を
当
て
た
愛
情
の
一
句

で
す
。
季
語
も
効
い
て
い
ま
す
。

　

穭
田
は
秋
の
季
語
。
稲
を

刈
っ
た
切
株
か
ら
、
ま
た

新
し
い
茎
が
生
え
る
こ
と
を

「
ひ
つ
じ
」
と
い
い
、
そ
れ

が
田
一
面
に
広
が
っ
て
い
る

さ
ま
。

　

そ
こ
に
、
ま
さ
に
我
が
物

顔
し
て
現
れ
る
鹿
の
親
子
。

鹿
は
田
畑 

荒
ら
す
鳥
獣
で
も

あ
り
ま
す
が
、
田
ん
ぼ
に
平

然
と
現
わ
れ
た
鹿
に
少
し
の

驚
き
と
少
し
の
愛
着
が
湧
き

一
句
が
仕
上
が
り
ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
を
数
え
て
見
せ
る
小ち

さ
き
指

捨
案
山
子
転
が
る
石
を
枕
に
し 

豊
國

桜
紅
葉
一
足
先
の
出
番
か
な 

好
美

吾
も
ま
た
頭
を
垂
れ
て
稲
を
刈
る 

次
江

栗
拾
い
人
と
獣し
し

と
の
せ
め
ぎ
合
い 

重
吉

大
木
を
飲
み
込
む
釣
瓶
落
と
し
か
な 

直
人

天
高
し
直
線
の
雲
東
京
行 

ヤ
ス
コ

天
高
し
一
手
の
妙
や
雲
の
中 

香
澄

鬼
ご
っ
こ
鷺さ
ぎ

の
群
れ
追
う
コ
ン
バ
イ
ン 

則
子

み
ど
り
児
抱
く
母
の
手
合
歓
の
花 

文
子

蚯
蚓
鳴
く
私
の
初
恋
い
つ
だ
っ
け 
律
子

秋
夜
長
テ
レ
ビ
横
目
に
眠
る
夫つ
ま

み
ど
り
児
を
抱い
だ

く
母
の
手
合
歓
の
花

ひ
つ
じ
田
や
我
が
物
顔
の
鹿
二
頭　
　

佐
藤
八
千
子

小
田　

純
子

安
部 

ス
エ
ノ

志
賀　

文
子

（
寸
評
）
わ
ず
か
十
七
文
字
（
十
七
音
）
の
た
め
愛
情
表
現
が
難
し
い
俳

句
は
「
季
語
」
の
助
け
が
必
然
。
今
月
の
巻
頭
句
、
優
秀
句
は
い
ず
れ
も

直
接
的
な
愛
情
表
現
は
し
て
ま
せ
ん
が
、
愛
情
溢
れ
る
優
秀
な
句
で
す
。

佳
作
二
十
四
句
も
実
り
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
句
が
大
集
合
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
ご
投
稿
に
関
す
る
お
願
い
で
す
。
印
刷
発
注
の
た
め
に
前

月
末
ま
で
に
編
集
（
ゲ
ラ
）
を
仕
上
げ
る
関
係
で
毎
月
二
十
五
日
ま
で
広
報
担
当
課
に
届
く
よ
う
ご
投
稿
頂

け
れ
ば
助
か
り
ま
す
。
な
お
、
現
在
の
郵
便
事
情
は
一
旦
大
分
に
集
め
配
送
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ポ
ス
ト

イ
ン
後
、
五
日
く
ら
い
は
か
か
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
広
報
担
当
課
）

読 者 俳 句

「
き
い
ち
ょ
ら
ん
」「
言
う
た
じ
ゃ
ね
ぇ
へ
」栗
拾
う 

き
く
み

氏
神
の
氏
子
行
列
秋
を
踏
む 

左
世
美

香
も
刻
も
知
っ
て
い
る
の
か
黒
揚
羽 

恵
子

秋
う
ら
ら
指
折
り
数
え
見
る
六
輝 

春
蘭

ち
ょ
っ
ぴ
り
泣
き
ち
ょ
っ
ぴ
り
笑
う
秋
の
空 

ト
シ
子

追
い
か
く
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
や
秋
の
旅 

桐
友

梵ぼ
ん
し
ょ
う鐘
の
ほ
か
は
聞
こ
え
ず
秋
の
暮 

泉
渓

床
下
に
猫
の
声
し
て
居
待
月 

末
子

稲は
ざ
ぶ
す
ま

架
襖
昔
話
に
な
り
に
け
り 

干
城

宝
山
夕
陽
睨
ま
れ
あ
き
ず
ん
ず
ん 

勝
子

無
花
果
の
ぶ
ち
ゅ
ぶ
ち
ゅ
種
の
心
良
さ 

ム
ツ
子 

庭
一
面
赤
と
白
と
の
曼ま

ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華 

良
子

お願い

時 記歳

穭ひ
つ
じ
だ田

ふるさと発見
俳句コンテスト

恵
良
代
の
ま
中
で
く
る
り
秋
立
つ
日 

井
上 

則
子
さ
ん

ふ
る
さ
と
の
美
し
い
景
色
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

虫
の
音
や
苦
も
楽
も
な
く
一
日
終
ゆ 

幸
谷 

恵
子
さ
ん

苦
で
も
な
い
が
楽
で
も
な
い
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が
伝
わ
り
ま
す
。

お
か
ず
な
し
新
米
だ
け
の
朝
ご
は
ん 

平　

猶　

法
さ
ん

美
味
し
い
新
米
は
秋
の
季
語
、
何
と
贅
沢
な
朝
で
し
ょ
う
。

思
い
出
の
あ
の
日
に
飲
ん
だ
あ
の
ラ
ム
ネ 

矢
野 

優
輝
さ
ん

遠
い
あ
の
日
の
あ
の
思
い
出
は
、
ふ
る
さ
と
の
夏
の
思
い
出
。

　
東
飯
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
毎
年
「
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
作
品
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
句
を
紹
介
で
す
。
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広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

11
月

号
令
和
５
年
11月

17日
発
行（
通
巻
810号

）
発
行
・
九
重
町
役
場
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

〒
879 -4895　

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上８番

地
の１

☎
	0973 -76 -2111	

印
刷・株

式
会
社
佐
伯
コ
ミュニ

ケ
ー
ション

ズ

11
月
・
12
月
の
休
日
当
番
医

●
病
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ●
歯
科
医

月 日 医院名 市町 電話番号
11 月 19 日 北 山 田 クリニック 北山田 0973-73-2030  11 月 19 日 合 原 歯 科 医 院 日田市 0973-22-5305

23 日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121 23 日 石 井 歯 科 医 院 日田市 0973-24-6886
26 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127  26 日 相 良 歯 科 医 院 玖珠町 0973-72-0214

12 月 3 日 麻 生 消 化 器 科 内 科 山 田 0973-72-7100  12 月 3 日 よ し ま さ 歯 科 日田市 0973-23-8148
10 日 友 成（ 町 田 ） 医 院 町 田 0973-78-8811  10 日 内 川 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0320
17 日 井 上 医 院 恵 良 0973-76-2711  17 日 お おくら 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0222
24 日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 0973-72-6101  24 日 麻 生 歯 科 医 院 右 田 0973-76-2310
29 日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 塚 脇 0973-72-0330 29 日 高 木 歯 科 医 院 日田市 0973-22-2317
30 日 小 中 病 院 塚 脇 0973-72-2167 30 日 せ さ き 歯 科 医 院 日田市 0973-23-6481
31 日 高 田 病 院 春日町 0973-72-2135 31 日 井 上 歯 科 医 院 右 田 0973-77-6851

<発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について>
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　コロナ発熱受診相談ダイヤル（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 7 3 - 3 0 1 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　 　鳥／カッコウ

人 の 動 き
10 月 1 日～ 10 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,553 人 （ + 2 ）
男 4,119 人 （ - 4 ）
女 4,434 人 （ + 6 ）

世帯 3,888 （ + 2 ）
（　）は前月からの増減

110 交通安全 2023.10月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 4 3 26 29
野 上 1 1 49 50
飯 田 2 4 6 126 132
南山田 1 17 11 65 76

計 3 26 21 266 287

 編 集 後 記
　今年は暖冬になると言われていますが、
大雪の心配はしなくていいというわけには
いかないみたいです。
　今年の暖冬は海水温が高いことによる
影響が大きいらしく、その場合日本に水蒸
気が多く含んだ空気入ってくることで、寒
波の流入と重なると大雪になる場合があ
るようです。
　急な大雪になることもありそうなので、
備えをしておく必要がありますね。　　T.E

広報ここのえで、１歳・２歳・３歳の誕生日を迎える

お子さんをご紹介するための写真を募集します！

★九重町在住の１歳～３歳までのお子さんが対象です。

★お誕生日の月の広報ここのえに掲載しますので、

　メールで写真をお送りください。

★スマホで撮影した写真もＯＫです！ 詳しくは、

　九重町ホームページをご覧ください。

応募方法

・応募フォーム又はメールアドレス jouhou@town.kokonoe.lg.jp 宛て
に写真を添付してメールしてください。

・写真を送る際に、 メール本文に「お子さんのお名前、ふりがな、 保護者名」
を書いて送信してください。

・受付ができましたら広報担当より返信（開庁日２～３日以内）をしますので、
返信がない場合はお手数をおかけしますが電話等でご確認をお願いします。

問　情報デジタル推進課（☎０９７３－７６－３８７４）

※お送りいただいた写真や情報は本目的以外には使用しません。

応募締切 ・１２月がお誕生日のお子さん：１１月２７日（月）まで

・　１月がお誕生日のお子さん：１２月２５日（月）まで

▲応募フォーム ▲九重町ＨＰ

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

辛
か ら し ま

嶋 真
ま ゆ

由 女 祐
ゆ う し ん

信 相 狭 間
佐
さ と う

藤 生
い と は

采華 女 興
こ う せ い

成 下 旦 三
末
す え な が

長　 朔
さく

男 祐
ゆ う た

太 中 央 二
菅

す が
家 凛

り ん こ
子 女 敏

と し き
貴 南 恵 良

おめでとうございます

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

入
い り べ

部 安
や す こ

子 ８７ 北 恵 良 二
岩
い わ さ

佐 長
な が と し

壽 ９１ 陣 の 内 上
梅
う め き

木 右
ゆ う じ

二 ８６ 後 野 上
緒
お が た

方 文
の り あ き

明 ８６ 無 田 中 一
甲

か い
斐 睦

む つ お
生 ７６ 筋 湯

清
き よ た け

竹 逸
い つ お

翁 ８８ 黒 猪 鹿
佐
さ と う

藤 マ サ 子
こ

９０ 川 下 北
髙
た か く ら

倉 綾
あ や こ

子 １００ 後 辻
武
たけいし

石 平
へ い は ち ろ う

八 郎 ８２ 川 西 三
溝
み ぞ べ

部 美
み よ

代 ８６ 湯 沢
宇

う さ
佐 秀

ひ で お
夫 ８０ 下 尾 本
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